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百浦

望月 優
ゆ な

那ちゃん

高浜町

青木 心
ここみ

海ちゃん

西山台

小松 望
のぞむ

夢ちゃん

富来七海

東 ゆりちゃん

堀松

池田 大
たいほう

法くん

赤住

孫田 倖
こうき

希くん

富来地頭町

金谷 将
しょうご

吾くん

赤住

坪井 優
ゆうか

佳ちゃん

赤住

　置田 蒼
そうま

真くん

高浜町

堀 椋
りょうな

奈ちゃん
高浜町

福山 詠
えいみ

未ちゃん

上野

江下 遥
はるか

香ちゃん

酒見

酒田 稀
き み

心ちゃん

赤住

孫田 悠
ゆうき

希くん

富来領家町
寺井 美

みはな

華ちゃん

高浜町

浜田 彩
あやの

乃ちゃん
高浜町

余海 奏
そうま

真くん

酒見

宮崎 瑠
る か

華ちゃん

梨谷小山

櫻井 清
せいや

陽くん

町

能村 昊
こういちろう

一郎くん

高浜町

 藤井 千
ちあき

明くん

ボクたち ワタシたち

むし歯がないんだよ。

平成25年５月23日・６月13日の健診分
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志
賀
町
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

・七尾児童相談所　☎ 0767-53-0811　・志賀町住民課　☎ 32-9122　・志賀町児童相談　携帯電話 090-8267-4693

　

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
、
迷
い

や
悩
み
、
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い

で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
時
は
一
人
で
悩

ま
な
い
で
、
同
じ
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
同
士
で
話
を
し
た
り
、
町
の
保
健
師

や
保
育
士
に
相
談
し
た
り
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
育
児
教
室
や
地
域
の
育
児

サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
み
る
の
も
い
い

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
子
育
て
を
手
伝
っ

て
欲
し
い
と
い
う
と
き
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
て
、
地
域
の
会
員
相
互
に
よ
る
援
助

を
受
け
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
を
難
し
い
と
感
じ
た
と
き

や
、
暴
力
を
振
る
っ
て
し
ま
い
そ
う
に

な
っ
た
と
き
、
子
育
て
を
放
棄
し
た
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
勇
気
を
出

し
て
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
誰
か
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

発
信
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
き
っ
と

あ
な
た
の
声
を
聴
い
て
く
れ
る
人
が
い

る
は
ず
で
す
。

～お詫びと訂正～
「広報しか６月号」虫歯のない子で、名前のふりがなに誤りがあったことをお詫び訂正いたします。( 誤 ) 南 友

ゆう り

理→ ( 正 ) 南 友
ゆ り

理

虫歯のない子、集まれ～♪虫歯のない子、集まれ～♪

子
育
て
中
の
方
へ

　

〜
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、

　
　
　

一
人
で　

悩
ま
ず
に

　
　
　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
〜
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こんな時はためらわずに救急車を呼びましょう !

熱中症を予防して元気な夏を！熱中症を予防して元気な夏を！

部屋の温度をこまめにチェック！

室温 28℃を超えないように、エアコンや扇風機を上手に使いましょう！

のどが渇いたと感じたら必ず水分補給！

のどが渇かなくてもこまめに水分補給！

無理をせず、適度に休憩を！

日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを！

熱中症予防のポイント

○ 自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強く、動けない場合はためらわずに救急車を呼んでください。

○ 意識がない、全身のけいれんがあるなどの症状を発見した場合。

＜環境＞

気温が高い

湿度が高い

風が弱い

日差しが強い

＜具体例＞

工事現場

運動場

体育館

一般の家庭の風呂など

高齢者、肥満の人、過度の衣服を着ている人、普段から運動をしていない人、暑さに慣れていない人、病気
の人、体調の悪い人などが要注意です。

高い体温、赤い・熱い・乾いた皮膚で全く汗をかかない、触るととても熱い、ズキンズキンとする頭痛、め
まい、吐き気など

志賀消防署・志賀消防署富来分署からのお知らせ

熱中症を引き起こす条件 どのような場所でなりやすいか

どのような人がなりやすいか

危 険 信 号

問　志賀消防署 ☎ 32-1776 　 富来分署   ☎ 42-1211

住警器仮面コラム

熱中症は気温や湿度の上昇と関係があることが分かっているんだよ。
だから、熱中症は予防ができる病気だ !!
暑い夏を元気に過ごすため、熱中症のことをよく知り、しっかり予
防し、楽しい夏を過ごそう !!
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　福浦港の金谷博さんが６月２日（土）に100歳を迎え、小
泉町長が自宅を訪れ、祝い状や花束を送り祝福しました。
　金谷さんは、戦争で頭に銃弾を受け ｢奇跡的に助かって
から命を大事にし、人の言うことを素直に聞いてきた。お
かげで自分の人生曲がらず、こんなに多くの人に祝っても
らえる日を迎えありがたいことだ｣ と話しました。
　金谷さんは船乗りや会社経営などを経験し、80歳まで趣
味で油絵を描き、現在は散歩や植え木の水やりを日課とし
ています。長女のとも子さんは ｢マイペースでストレスが
なく、肉料理も好きなのが長寿の秘訣では｣と語りました。

　西海風無の堺愛子さんが６月６日（木）に100歳を迎え、
小泉町長が８日（土）に自宅を訪れ、祝い状や花束を送り祝
福しました。
　堺さんは祝い状などを受け取ると「気の毒な、ありがと
う」と感謝の言葉を述べ微笑んでいました。
　４人の娘を育てながら、若いころは農業に従事し、現在
は週３回地元のデイサービスを利用しており、広告紙でチ
ラシ箱を折るのを日課としているそうです。
　同居する次女の幸子さんは、「昔から畑などをしてよく
働いていたことが元気の秘訣ではないか」と話しました。

100 歳おめでとうございます
いつまでもお元気に

妻や訪れた孫、ひ孫らに囲まれ祝福を受ける金谷博さん

娘や孫夫婦、ひ孫らに囲まれ祝福を受ける堺愛子さん

　６月２日（日）に能登中核工業団地で第52回体育大会が行
われました。
　この大会は、能登中核団地にある企業が集まり、スポー
ツなどで親交を深めることが目的です。
　大会には、能登中核工業団地から７社と役場などの混成
チーム1チームの計８チームが参加し、ソフトボールで汗
を流しました。
　試合が始まると、各チーム乱打戦となり、珍プレーや好
プレーが続出しました。
　今年は、２年連続で㈱NTN能登製作所が優勝しました。 ソフトボール大会の様子

ソフトボール大会
能登中核工業団地

　志賀、富来両中学校の生徒を対象にしたオーケストラ・
アンサンブル金沢の鑑賞教室が６月７日（金）、志賀中学校
体育館で行われました。オーケストラ団員が、モーツァル
トの歌劇「フィガロの結婚」序曲や、ベートーベンの交響曲
第七番第四章など次々に演奏しました。この教室は、県の
芸術鑑賞推進事業の一環で、生徒たちは迫力の生演奏に聞
き入りました。
　指揮者体験コーナーでは、志賀中学校の川端舞唯さんが
タクトを振り、生徒523人が、手拍子で応えました。

中学生が生演奏鑑賞
オーケストラ・アンサンブル金沢

指揮を振る川端さんと生演奏に聞き入る生徒たち

100 歳おめでとうございます
いつまでもお元気に
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　｢ザ・尊保夢創の会｣は、６月８日（土）に尊保でヤマメの
稚魚の放流会を開きました。自然豊かな故郷を残そうと40
年前からこの活動を続けており、地元の児童や保護者ら約
80人が参加しました。県職員の釣り愛好家でつくる三平ク
ラブや水土里ネットいしかわなどが協力し、にぎやかに稚
魚千匹を尊保川に放流しました。川の上流で虫や魚などの
生き物調査も行い、里山の豊かな生態系に触れました。
　同会の樋谷保代表は｢故郷の原風景を守り、尊保に生まれ
てよかったと思う地域づくりを目指し活動していきたい｣と
語りました。

ヤマメの稚魚放流
きれいな水・豊かな自然を守る

　5月23日（木）、ますほ保育園で不審者の避難訓練が行わ
れました。羽咋警察署から「いぬわしくん」
と「いぬわしちゃん」が駆けつけ、不審者
を逮捕しました。羽咋警察署長が ｢羽咋で
熊が出ました。熊もいれば変な人もいます。
皆さん気をつけましょう｣と注意を呼び掛け
ました。また園児たちは今田駐在所員から防
犯標語 ｢イカのおすし｣や ｢子ども110番の家｣
について教わりました。

　５月29日（水）から６月１日（土）の４日間、世界農業遺
産国際会議が七尾市を主会場に行われ、世界各国からの視
察者が、１日（土）に農家レストランむろたに（福浦港）を訪
れ、用意された郷土料理に舌鼓を打ちました。
　ちらし寿司、ごま豆腐、煮物、コロッケ、イカのいしる
漬け、水ようかんなどさまざまな料理が並び、口にした視
察者は「特にコロッケとイカが美味しい」と話しました。
　料理を作った室谷加代子さんは「ベジタリアンメニュー
で、コロッケに肉を入れずコクを出すのに苦労しました。
皆さんに喜んで頂けたようで嬉しい」と語りました。

　6月１日（土）に、とぎ・ますほ保育園の両園児約30人が
里本江の｢みどり農園｣で富来ＲＣ会員、北陸電力、北國銀
行の社員などと共に、サツマイモの苗植えを体験しました。
園児は10月の収穫祭を楽しみにしながら、｢とぎ金時｣ の
苗600本を植えました。
　収穫したサツマイモは、郡山アーバンＲＣを通して被災
地の福島県郡山市の子どもたちに送られる予定です。

収穫を楽しみに苗を植える園児

いぬわしくんやいぬわしちゃんたちと触れ合う園児

ちらし寿司や煮物、コロッケなどを味わう視察者

稚魚の放流を行う様子

保育園児がとぎ金時の苗を植える

ますほ保育園で不審者防犯教室

農家レストランむろたにで会食

富来ＲＣ ( ロータリークラブ )

いぬわしくんが不審者逮捕

世界農業遺産国際会議

」

け
防
家｣
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　志賀町商工会青年部員24人が、６月10日（月）の「商工会の
日」に合わせ、志賀地域３保育園の清掃を行いました。
　この取り組みは、昭和50年から毎年商工会青年部が実施
しているボランティア活動の一環で、今年は休止した上熊
野、加茂、下甘田保育園の草刈りやごみ拾いを行いました。
　青年部部長の山口圭司さんは、「休止している保育園だが、
まだ新しい施設なので、憩いの場やコミュニティ集会施設と
して利用できたらいいのでは」と話し、作業後には、団員も
交え、町有施設の利活用についての意見も出されました。 今年４月に休止した加茂保育園の清掃を行う様子

商工会青年部が休止保育園を清掃
「商工会の日」ボランティア活動

　６月８日（土）９日（日）の２日間、町文化協会主催による
「初夏の文化祭」が富来活性化センターで行われました。
　山野草・菊花・陶芸・川柳・短歌・読書感想文・俳句・パッ
チワーク・写真・書道・絵画・生花・星の会・水墨画の展
示が両日行われ、お茶会では煎茶が振る舞われました。
　９日は、町民大ホールで芸能アトラクションが行われ、大
正琴・民謡・踊り・三味線・曳山木遣唄・琴・太鼓の順で
日頃の成果を発表し、観客から暖かい拍手が送られました。

大正琴の演奏

志賀豊年力太鼓保存会の演奏各種展示物

初夏の文化祭開催
富来活性化センター

   ツエーゲン金沢 ホームゲーム
   志賀町民観戦無料ご招待

～この機会にぜひ一度スタジアムの興奮を体験してください～

日　時：７月６日（土）　15：00 キックオフ
会　場：金沢市民サッカー場
対戦相手：ホンダロックＳＣ
チケット売り場で住所のわかる証明書（免許証、保険証など）を提示して
ください。
問　ツエーゲン金沢　☎ 076-254-5081　　生涯学習課　☎ 32-9350
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－ Lifelong Learning－　生涯学習だより　－ Lifelong Learning－　生涯学習だより
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緑
生
ま
れ
て
風
生
ま
れ

我
が
生
ま
れ
る
祝
え
よ
五
月　
　
　
　

鹿
乃　

夏
子

「
こ
ん
に
ち
は
」
自
転
車
止
め
て
あ
ざ
や
か
に

下
校
の
こ
の
子
毎
朝
遇
う
子　
　
　
　

菜
美
野
花
子

耳
遠
き
姉
と
の
電
話
よ
う
や
く
に

通
じ
て
今
朝
の
食
事
は
じ
ま
る　
　
　

岩
上　

久
枝

王
宮
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
ご
と
き
白
ふ
じ
の

棚
の
上
ぞ
ら
雲
光
る
日
の　
　
　
　
　

安
中
加
奈
子

山
合
い
を
群
れ
な
す
ふ
じ
が
流
れ
咲
く　

林　

ち
よ
子

こ
だ
わ
り
も
水
に
流
し
て
和
を
保
ち　

池
田　

洋
子

汗
流
す
畑
仕
事
も
趣
味
の
内　
　
　
　

田
畑　

幸
子

人
生
も
苦
楽
と
共
に
流
れ
ゆ
く　
　
　

三
井
か
ほ
里

逆
流
に
堪
え
て
人
間
強
く
な
り　
　
　

小
松　

康
子

サ
ラ
サ
ラ
と
流
れ
る
よ
う
な
筆
運
び　

高
島　

和
子

そ
の
言
葉
我
慢
し
て
呑
む
こ
の
気
持
ち　

川
上　

富
子

そ
の
く
ら
い
我
慢
で
す
よ
と
悟
さ
れ
る　

芝
山　

照
子

世
渡
り
は
我
慢
我
慢
で
丸
く
行
き　
　

西
尾　

海
春

正
座
し
て
我
慢
の
し
び
れ
長
会
議　
　
み
や
み
ち 

さ
か
し

子
が
巣
立
ち
季
節
の
流
れ
と
共
に
生
き　

古
森　

真
猿

我
慢
し
あ
い
歩
み
合
わ
せ
て
古
希
過
ぎ
た　

岩
井
マ
サ
子

和
ま
せ
て
く
れ
る
友
あ
り
我
慢
あ
り  

窪 　
　

洋

文
芸
教
室

た
ら
ち
ね
の
母
は
い
ま
さ
ず
若
葉
風

子
よ
り
花
鉢
と
ど
く
母
の
日　
　
　
　

福
島　

信
子

五
月
風
散
ら
さ
で
お
く
れ
背
戸
に
咲
く

わ
れ
の
見
飽
か
ぬ
れ
ん
げ
つ
つ
じ
を　

吉
崎
て
い
子

月
一
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
遇
う
仲
間

朝
収
穫
の
胡
瓜
分
け
く
れ　
　
　
　
　

泉　
　

広
栄

雑
草
の
繁
る
が
ご
と
く
あ
れ
か
し
と

言
葉
か
け
つ
つ
花
の
種
ま
く　
　
　
　

向
永
い
み
子

早
苗
田
の
水
の
ぬ
る
み
に
い
く
と
こ
ろ

蛙
の
卵
ゆ
ら
め
き
て
あ
り　
　
　
　
　

坂
井
登
志
子

過
疎
す
す
み
荒
れ
ゆ
く
ま
ま
の
谷た

に
あ
い間

を

房
も
り
あ
げ
て
お
お
う
藤
の
花　
　
　

芳
岡　

典
子

山
ぼ
う
し
四
枚
の
花
び
ら
白
々
と

咲
く
を
愛
で
い
し
母
の
忌
め
ぐ
り
来　

芳
野　

法
子

伏
せ
と
言
え
ば
伏
し
て
を
り
し
が
赤
信
号

ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に
む
く
っ
と
顔
出
す　

吉
本　

與
彦

背
負
ふ
子
の
肩
に
ず
つ
し
り
麦
の
秋　

北
谷　

芳
子

千
丈
の
雪
渓
あ
ら
は
不
二
の
山　
　
　

坂
下　

草
風

峰
々
を
映
し
て
植
田
続
き
け
り　
　
　

坂
下　

豊
子

咲
き
登
り
藤
の
浮
き
た
つ
杉
の
山　
　

土
田
エ
ミ
子

ロ
ー
カ
ル
線
無
人
駅
舎
に
つ
ば
め
の
子　

土
田　

清
枝

開
拓
碑
か
こ
み
て
田
の
面
風
薫
る　
　

土
田
ま
つ
い

吾
が
影
を
水
に
映
し
て
植
田
澄
む　
　

鍋
岡
美
智
子

百
選
の
水
ひ
く
植
田
澄
み
わ
た
る　
　

藤
田　

君
枝

図
書
館
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
薫
る　

淵
端　

三
之

板
橋
を
ゆ
づ
り
合
ひ
し
て
社
若　
　
　

細
川
ふ
じ
子

こ
の
浮
世
願
い
か
な
わ
ぬ
事
多
し　
　

西
尾　

善
春

出
勤
の
家
族
の
無
事
故
願
う
老
い　
　

村
中　

光
彦

願
わ
く
ば
世
界
平
和
を
祈
る
だ
け　
　

遠
藤
美
朝
子

願
い
事
家
族
皆
ん
な
で
聞
き
入
れ
る　

関
口
ト
ミ
子

身
勝
手
に
健
康
願
う
神
頼
み　
　
　
　

橋
田
明
日
香

流
れ
星
祈
っ
て
託
す
願
い
事　
　
　
　

小
松　

彰
一

怒
っ
て
る
風
に
は
見
え
ぬ
お
出
迎
え　

山
本　

静
香

田
植
終
え
送
迎
バ
ス
の
湯
気
の
宿　
　

前
田　

志
津

さ
あ
き
た
か
つ
ば
め
迎
え
る
間
を
掃
除　

木
村　

貞
涼

現
役
の
心
が
と
れ
ず
老
い
迎
え　
　
　

坂
下
二
三
子

浮
草
が
今
日
を
生
き
抜
く
朝
が
来
る　

小
松　

糸
葉

《
夏
の
増
刊
号
》

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）

と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ 

-０
１
９
８

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　

志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
ま
で

　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。


